
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
概要： 

1960 年代に G．ミュルダールがその著「アジアのドラマ」で南北問題を提起し

て以来、70 年代に S．アミン、A．G．フランクなどによって「周縁」論が、ウォ

ーラーシュタインよって「世界システム」論が、さらに 70 年代末に E．サイード

によって「オリエンタリズム」が唱えられ、欧米の先進諸国とアジア・アフリカ

の発展途上諸国の構造的な格差が乗数的に拡大する現実が指摘されてきた。現在

はこうした現実が単に国家間格差の問題だけでなく、国内間の格差問題として浮

上してきた。中国はまさにそうした現実に直面している。国際社会に存在する。

周教授はこうした視点から中国をいかに理解するかの新たな視点を提起する。 
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